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広
報
文
芸

漫
俳 
漫
俳
句
会
　
互
選

兼
題「
藤
」 
投
句
数 

六
十
句

よ
く
か
ら
む
酔
っ
た
亭
主
と
藤
の
つ
る 
纐
纈
　
具
幸

頭
の
中
覗
い
て
み
た
し
藤
井
棋
士 

川
上
　
そ
の

終
活
で
高
価
な
藤
椅
子
捨
て
ら
れ
ず 

後
藤
つ
ゆ
子

藤
房
を
揺
ら
し
ク
マ
バ
チ
か
く
れ
ん
ぼ 

長
谷
川
め
ぐ
み

藤
原
で
混
乱
し
ま
く
る
大
河
終
ゆ 

振
屋
小
百
合

か
ん
ざ
し
で
器
量
隠
し
て
藤
の
花 

安
江
　
里
子

藤
づ
る
が
隣
の
木
々
を
は
が
い
じ
め 

服
部
　
秀
子

藤
の
花
縁
起
良
し
悪
し
人
次
第 

安
江
　
　
葵

藤
の
花
大
樹
に
か
ら
み
山
乱
れ 

安
江
千
枝
子

「
藤
村
」を「
藤
村
」と
読
み
恥
を
か
く 

今
井
　
久
子

席
題「
種
」 

投
句
数 

二
十
一
句

次
々
と
新
種
出
て
く
る
感
染
症 

田
口
み
よ
子

寒
気
団
足
腰
病
の
種
を
撒
く 

安
江
　
里
子

老
夫
婦
話
の
種
は
天
気
だ
け 

纐
纈
　
具
幸

変
種
か
な
一
人
ズ
バ
抜
け
優
等
生 

川
上
　
そ
の

酒
ビ
ー
ル
か
け
て
も
生
え
ぬ
柿
の
種 

た
が
ゆ
る
め

短
歌 

白
川
短
歌
会
　
水
谷
広
海
選

あ
れ
こ
れ
と
教
え
な
く
て
も
大
丈
夫
嫁
は
大
き
な
蕪
を
持
ち
く
る 

服
部
　
秀
子

静
け
さ
に
モ
ズ
の
さ
え
ず
り
遠
く
き
き
高
根
の
峰
も
朝
霧
の
中 

本
田
　
久
夫

大
根
の
葉
っ
ぱ
つ
る
し
て
ど
う
す
る
の
説
明
は
無
理
ア
ー
ト
と
答
え
り 

藤
井
志
げ
子

五
十
周
年
の
母
校
を
祝
ぎ
て
立
ち
上
が
り
卒
業
生
は
校
歌
を
歌
う 

太
田
　
米
子

お
り
ふ
し
に
お
や
つ
を
さ
げ
て
来
て
く
れ
る
友
あ
り
が
た
く
手
を
あ
わ
せ
お
り 

小
井
戸
か
お
り

硝
子
ご
し
に
姉
を
見
舞
い
し
こ
と
毎
に
髪
に
蝕
れ
る
指
細
か
り
き 

小
井
戸
冨
貴
子

二
言
も
語
ら
ず
入
歯
形
取
ら
れ
さ
ま
よ
い
果
は
永
遠
の
謎 

後
藤
　
ひ
さ

さ
や

い
つ
の
間
に
隠
れ
る
や
う
に
帰
り
花 

富
井
志
麻
子

帰
り
花
つ
け
て
小
枝
の
嬉
し
そ
う 

大
森
　
光
子

マ
マ
見
て
と
団
栗
拾
ふ
た
び
に
見
せ 

鈴
村
　
純
々

団
栗
を
拾
ふ
幼
き
日
の
ぬ
く
み 

江
馬
　
明
美

つ
ゆ
草
に
靴
を
濡
ら
し
て
村
の
子
ら 

新
田
　
安
江

団
栗
の
遊
び
幼
き
日
の
や
う
に 

今
井
　
康
子

晴
続
く
ま
あ
だ
だ
よ
つ
て
冬
支
度 

安
江
千
枝
子

早
世
の
墓
誌
の
傍
ら
帰
り
花 

纐
纈
　
具
幸

遅
れ
た
る
こ
と
恥
ず
や
う
に
帰
り
花 

た
が
ま
じ
め

俳
句 

飛
水
句
会
　
代
表
選

犬
蓼
の
花
は
ぽ
ろ
ぽ
ろ
こ
ぼ
れ
け
り 

山
本
　
榮
子

短
日
や
夕
餉
の
仕
度
忙
し
な
く 

川
上
　
そ
の

ひ
っ
そ
り
と
葉
陰
に
朱
き
帰
り
花 

柘
植
　
初
枝

団
栗
の
袴
は
ず
し
て
指
人
形 

鈴
村
　
礼
子

団
栗
の
袋
リ
ュ
ッ
ク
に
ぶ
ら
下
げ
て 

安
江
　
里
子

短
日
の
日
差
し
引
き
寄
せ
干
し
筵 

田
口
　
芳
恵

帰
り
花
逢
ひ
た
き
人
に
逢
ふ
ご
と
し 

鈴
村
　
政
子

ひ
と
畝
を
残
し
短
日
の
手
く
ら
が
り 

杉
山
せ
い
子

降
る
や
う
に
さ
迷
ふ
や
う
に
雪
ば
ん
ば 

今
井
杯
梅
枝

と
う
そ
ん

ふ
じ
む
ら

楽集館だより
楽集館HP

下記の予定等は、状況により変更することがあります。
すぐメール・ホームページなどでご確認下さい。

館
長
だ
よ
り

美濃白川楽集館 ▶電話 74-1022   ▶開館時間 平日 午前9時~午後7時 土･日･祝日 午前9時~午後6時 本の除菌機をご利用ください。

今月の

M I N I  G A L L E R Y  &  T H E M E  B O O K

新
着
本
紹
介

N
E

W
 B

O
O

K
S

月 火 水 木 金 土 日

イ
ベ
ン
ト

E
V
E
N
T

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 

　寒
さ
厳
し
い
2
月
に
な
り
ま
し
た
。旧
暦
名

で
は
如
月（
き
さ
ら
ぎ
）で
す
。寒
い
時
期
、衣

（
こ
ろ
も
）を
更（
さ
ら
）に
重
ね
着
す
る
と
言
う

意
味
か
ら「
衣
更
着
」（
き
さ
ら
ぎ
）と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
厳

し
い
寒
さ
で
連
想
さ
れ
る
の
が
高
村
光
太
郎
の

詩『
冬
が
来
た
』で
す
。「
き
っ
ぱ
り
と
冬
が
来

た
」で
始
ま
る
光
太
郎
の
詩
は
鋭
利
な
刃
物
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
な
、透
き
通
る
簡
潔
な
表
現

で
、冬
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。彫
刻
家
で
も
あ

る
光
太
郎
は
余
分
な
も
の
を
削
ぎ
落
と
す
作
業

を
通
し
て「
冬
よ
僕
に
来
い
」と
冬
と
対
峙
し
て

い
る
鋭
い
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。読
み
手
の

襟
を
正
す
よ
う
な
冬
を
代
表
す
る
詩
で
す
。

　ま
た
冬
は
空
気
が
澄
ん
で
星
が
綺
麗
に
見
え

る
季
節
で
す
。寒
さ
で
丸
ま
っ
た
背
中
を
伸
ば

し
て
空
を
見
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。凍
て
つ
い

た
空
に
無
窮
の
宇
宙
を
感
じ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
お
薦
め
す
る
の
が
宮
沢
賢
治
の『
銀

河
鉄
道
の
夜
』で
す
。（
星
ま
つ
り
の
夜
の
お
話

な
の
で
季
節
は
違
い
ま
す
が
）列
車
に
乗
り
な

が
ら
の
星
め
ぐ
り
は
空
想
を
駆
り
立
て
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』や『
千
と
千

尋
の
神
隠
し
』は『
銀
河
鉄
道
の
夜
』の
影
響
を

受
け
た
作
品
で
す
。そ
れ
だ
け
魅
力
あ
る
作
品

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ミニギャラリー

「文化協会　書画部会展」
テーマブック

「バディ －相棒－」

2月のカレンダー

佐見 佐見

蘇原

黒川 黒川

白川北

休

休

休

休

めざまししらかわ
「楽集館だより」放送

楽集館 de シネマ  
午後１時30分から

｢ 父の詫び状 」（90分）

ふれあいセンター図書室
本の入れ替え

おはなしのじかん
午前10時30分から

2
月
に
寄
せ
て

たまご型のおひなさまをつくろう
日　時   2月15日 (土) ・16日 (日) 午前10時～午後3時

場　所　楽集館カウンター前
対　象   どなたでも（各日先着10名）

お
知
ら
せ

in
fo

連続殺人鬼カエル男完結編
著者／中山七里　発行／宝島社

　カエル男連 続 猟奇 殺 人事件 の
キーマン・有働さゆりが医療刑務所
から脱走。その頃、人権派弁護士が
殺害される事件が発生。

ことばの番人
著者／高橋秀実　発行／集英社インターナショナル

　校正者は、日々新しいことばと出
合い、規範となる日本語を守ってい
る「ことばの番人」だ。その仕事、経
験、思考などを綴る。

こそあどの森のひみつの場所
著者／岡田淳　発行／理論社

　だれにでも、胸の中に秘めた大切
なできごとがある。7人の森のひと
たちそれぞれの、ひみつの小さな物
語をおさめた短編集。

　ただ将棋が好きだから、負ける悔
しさも勝った喜びもこえて将棋盤
に向き合う。将棋とともに歩んだ5
歳からの道のり。

藤井聡太ものがたり
著者／藤井聡太　発行／世界文化ワンダーグループ

25 26 27 28

令和７年度「ミニギャラリー」展示作品を募集中！
　来年度のミニギャラリーに展示する作品を募集しています。
期間は 1 か月間で、展示場所は楽集館の玄関口です。ご応募い
ただける方は、楽集館までお問い合わせください。

楽集館コンサート
「室内楽アンサンブル」　演奏 カモンズ

日　時   2月15日 (土)  午後1時30分～（約1時間）

場　所　楽集館３階 (企画展示室)
対　象   どなたでも（申込不要・無料）

む
き
ゅ
う
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☎0574-74-0808
白川町地域包括支援センターは、

基幹相談支援センター及び成年後見支援センターを併設しています。

地域包括支援センターへ!!

「まめな白川いきいきプラン(食育推進計画)」に基づき“ 野菜を1日5皿食べよう ”を推進します。 ［ 保健福祉課保健係 ☎内線362 ］

　ブロッコリーは、ビタミンやミネラルなどが豊富に含まれています。
電子レンジ調理は、お湯でゆでる場合に比べ、水溶性のカリウムやビ
タミンＣなどの栄養素の損失を防ぐことができます。

ブロッコリーとゆで卵のサラダ
■ 1人分 エネルギー・185kcal / 食塩相当量・0.5g / 野菜量 90g

《 作り方 》
1. ゆで卵を作り、食べやすい大きさに切る。
2. ブロッコリーを食べやすい大きさに切る。
3. 耐熱皿にブロッコリーと水大さじ1を入れ、ふんわり

ラップをしてレンジで加熱する（目安500W5分）。
4. 3をザルにあげ、粗熱がとれるまで冷ます。
5. くるみは砕いておく。

6. ボウルに1、4、5とⒶを混ぜ合わせ、器に盛る。

《 材料 》 (2人分)

・ブロッコリー..........1株（約160g）
・卵...........................................１個
・素焼きくるみ....6～8粒（約20ｇ）
・ホールコーン缶 ......................20g
・マヨネーズ.......................小さじ2
・ポン酢 .............................小さじ1
・粒マスタード...................小さじ1

vol.105 ブ ロ ッ コ リ ー

がん患者医療用補正具購入費助成について

　みなさん、「CKD（慢性腎臓病）」という言葉を聞いたことがありますか？
　CKDとは、腎機能が低下した状態や尿蛋白陽性が継続する状態のことを言います。成人の
８人に１人と推計されており、他人事ではありません。腎臓が働かなくなると、人工透析や腎
移植が必要となります。腎臓の働きは一度悪化すると回復させることが困難なことが多いた
め、重症化しないよう維持することが大切です。

CKD（慢性腎臓病）をご存じですか？

≪腎機能を調べる方法≫
①健診やかかりつけ医で、尿検査で尿蛋白が出ていないか、血液検査で血清クレアチニン値、
　eGFR（糸球体ろか量）を検査する。
②①で尿蛋白陽性またはeGFR60（70歳以上の方は45）未満の方は、腎臓内科専門医へ受診
　し、詳しい検査を受ける。

≪腎機能を維持させるために≫
①糖尿病、高血圧、高脂血症、高尿酸血症の治療を確実に。
②過体重の方は、減量を。
③減塩（1日6ｇ未満）を心がける。
④市販薬やサプリメントも腎臓への影響があるものがあります。
　（安易に服用せず、医師・薬剤師にご相談ください。）
⑤水分をよくとり、排尿を我慢しない。
⑥疲れをためないように十分な休養をとる。
※医療機関通院中の方は、主治医の指示に従ってください。
※定期的に検査を受け、経過をみていくことが必要です。

　がん患者の方の治療と就労、社会参加等との両立を支援し、療養生活の質の向上をはかる
ため、医療用補正具の購入費用の一部を助成します。

【助成対象】
●医療用ウィッグ（全頭用）及び装着に必要な頭皮保護用のネットの購入費用。
●乳房補正パッドまたは人工乳房及びそれらを固定する下着の購入費用。

【助成額】
上限額各2万円（購入費用額から千円未満の端数を切り捨てた額）

【申請書提出期限】
購入日から1年以内

※助成内容、申請書類等詳細については白川町ウェブサイトをご覧ください。 白川町ウェブサイト

● 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
【その10】 在宅生活に必要なサービスと介護者支援について

①グラフ（1）のように必要と思うサービスは「全体」「独居」ではどの項目も
「独居」が高くなっています。「配食」「外出同行」は約2倍、「見守り・声か
け」は約2.5倍です。独居の方は身近に相談相手が少ない場合が多く、日
常的になんらかの困りごとをいつでも話せる人（サービス）を求めている
と思われます。

②家族構成も多世代同居の形態から、夫婦のみ・単身者の世帯が増えてき
ています。グラフ（2）のように夫婦のみ世帯では介護者の年齢も上がり
ます。介護者は「認知症への対応」「夜間の排泄介助」などの身体介護に
不安を感じ、またフルタイムで働く介護者の20％以上は仕事と
介護の両立はむずかしいと考えています。

【まとめ】　
　高齢者への何気ない「見守り・声がけ」で些細な困りごとを拾
い、サービスに結び付けていけるとよいと思います。また介護によ
る離職問題も表面化してきているので、地元の貴重な働き手の確
保のためにも企業や団体と共に介護負担の軽減を考えていく必
要があります。

令和４年の秋に実施した、白川町介護保険事業計画のために要
介護認定を受けていない６５歳以上の町民411人の方にご協力
いただいたアンケートの結果をシリーズでお伝えしています。

Ⓐ

 グラフ（1） 必要と思うサービス
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 グラフ（2） 主な介護者の年齢
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12
16
（月）

国 土 交 通 大 臣 主 催  「 交 通 関 係 優 良 団 体 表 彰 」
優 良 団 体 として 表 彰 されました

　白川・東白川地域公共交通活性
化協議会は、国土交通大臣主催の
「交通関係優良団体表彰」におい
て、公共交通ネットワーク「おでか
けしらかわ・ひがししらかわ」の構
築や、病院バスと公共交通の統合
により経費削減をしつつ利便性の
向上を図ったことが評価され、優
良団体として表彰されました。

12
20
（金）

新しい 教 育 委 員 が
任 命 されました

　前教育委員の汲田正敏さん（大
利）の後任として、新たに就任され
た渡辺靖代さん（小原二）に佐伯町
長から辞令が手渡されました。
　任期となる令和7年10月24日ま
で、教育行政の基本方針や重要事
項の審議・決定などに尽力してい
ただきます。

12
17
（火）

加 茂 農 林 高 校
全 国 大 会 出 場 報 告 会

　10月23日から岩手県で開催さ
れた、第75回日本学校農業クラブ
全国大会に、加茂農林高校園芸流
通科3年の今井花映さん（日面下）
と加茂農林高校森林科学科2年の
小村匠人さん（中之平）が出場した
ことを鈴村教育長へ報告しまし
た。歴史の長い加茂農林高校で
も、2班同時出場は初めての快挙
となりました。

12
18
（水）

子ど も 議 会
児 童らが 町のために自ら 考え た 政 策 を提 案

　白川町役場議場で子ども議会が
開催され、町内の小学校6年生が
議会質問を体験しました。
　参加した児童らは、自分たちで
考えた白川町を良くするための政
策を執行部に提案したほか、議会
の役割や議員の仕事、町政につい
て町議会議員に直接質問して話を
聞きました。発表前は緊張した様
子でしたが、堂々と提案や質問を
行い、議会の役割を学びました。

庁舎建設通信
フォロワー 400 人突破！インスタ人気投稿ベスト 3 ！

総務課庁舎整備室
vol.
27
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活動内容
ヤゴーシラカワ

ウェブサイト

〇いいね！数TOP３（リール動画以外）

　新庁舎の工事が本格的に始まって約9ヶ月が経ちました。これまで、インスタグラムや町のウェ
ブサイトで、多くの工事写真や動画を配信しています。特にインスタグラムのフォロワー数は順調
に増え、12月末時点で400人を超えました！
　今回は、2024年に反響の大きかった投稿をランキング形式でご紹介します！

１
49♡「木材調達業務の第一次納入検査」

２
40♡「東京都庁からの視察を受け入れました」

３
37♡「天然乾燥木材の確認」

〇リール動画再生数TOP３
　これからも、多くの方に興味を
持っていただけるよう新庁舎に関
する情報をたくさん投稿していき
ます。ぜひ、楽しみにしていてくだ
さい!
　また、まだフォローされていな
い方は、この機会にぜひフォロー
して、新庁舎の最新情報をチェッ
クしてください！３

　♡「
今
日
の
現
場
状
況 

9
月
18
日
」

32

3,334回
２

　♡「
今
日
の
現
場
状
況 

8
月
9
日
」

42

3,451回
１

　♡「
今
日
の
現
場
状
況 

7
月
12
日
」

 29

3,768回
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01
01
（水・祝）

　今年も赤河地内で赤河元旦ゆっ
くりマラソンが開催され、子どもか
ら大人まで、145人のランナーが参
加しました。
　ランナーは、赤河神社をスター
トして戻ってくる4キロのコースを、
走ったり歩いたりとそれぞ れの
ペースでゴールを目指し、汗を流し
て走り初めや歩き初めを楽しみま
した。

01
10
（金）

社協と(医)白水会白川病院

地域の医療機関が連携

　白川町役場で、白川町社会福祉
協議会と(医)白水会白川病院によ
る「協力医療機関に関する協定書」
及び「嘱託医契約書」の締結式が行
われました。介護施設の入居者の
急変時対応や、利用者の健康管理
や適切な治療・処置を目的とし、地
域医療体制の充実と住民の安心で
きる暮らしにつながる一歩である
と期待されます。

01
06
（月）

地域おこし協力隊
任命式

　三重県出身の片岡裕喜さんが新
しい地域おこし協力隊員に任命さ
れ、佐伯町長から辞令が手渡され
ました。 片岡隊員は、林業を中心に
活動しながら地域の活性化に取り
組み、森を守り、魅力あるまちづく
りに貢献したいと抱負を語りまし
た。また、白川町の好きなところは、
自然豊かで地域の人々が温かく、特
産物も美味しいところだそうです。

12
28
（土）

祝100歳！
安江と志さん　白川茶手もみ保存会　白川茶手もみ保存会01/11（土）

　12月28日にめでたく100歳を迎
えられた河岐小原二の安江と志さ
んを佐伯町長が訪問して、お祝い
のヒノキの賞状と花束を贈りまし
た。
　安江さんの長生きの秘訣は、何
でも食べることで、好きなことは、
短歌を詠むことと漢字が好きなの
で新聞を読むことだそうです。

赤河元旦ゆっくりマラソン
新年がスタート！

12
25
（水）

祝100歳！
杉山やす子さん

　12月25日にめでたく100歳を迎
えられた白山油井の杉山やす子さ
んを佐伯町長が訪問して、お祝いの
ヒノキの賞状と花束を贈りました。
　杉山さんは、家族のために、土木
の仕事や農業をしていたそうです。
農業は、93歳くらいまでしていたそ
うで、「家族のためによく働いてくれ
ました」と息子さんがおっしゃって
いました。

12
27
（金）

白川橋
ライトアップ

　白川町のシンボルである白川橋
が、クリスマスから年明けにかけ
て幻想的なライトアップで彩られ
ました。冬の澄んだ空気の中、柔ら
かな光に包まれた橋は、飛騨川の
川面に美しく映り、地元住民や帰
省客、観光客を魅了しました。訪れ
た人々は、家族や友人とともにそ
の美しい夜景を楽しみ、白川橋の
新たな魅力を再発見するひととき
となりました。白川橋は、令和8年
3月に架橋100年を迎えます。

国の登録無形文化財認定後、初の新春行事国の登録無形文化財認定後、初の新春行事

●白川茶の魅力を全国へ
　白川茶手もみ保存会では、地元の名産「美濃白川茶」を広
くPRする活動にも力を入れています。昭和63年からは、名
古屋市で開催されたイベントや県主催の農業フェスティバ
ルなどに参加し、消費者とのふれあいを通じて白川茶の魅
力を発信してきました。また、NHKや各新聞社にも幾度とな
く取り上げられ、その名声を一層高めています。
　手揉み製茶という日本固有の技術を守りながら、白川茶
手もみ保存会はこれからも地域の誇りとして伝統を未来へ
つないでいきます。

●手揉み技術の歩み
　明治時代に製茶機械が普及して以降、茶製造は機械化が
主流となりました。しかし、白川町では伝統技術を守るため
昭和55年に「伝統技術伝習センター」を設立し、手揉み用の
焙炉（ほいろ）を導入して技術者の育成を開始しました。そ
の後、静岡県の茶手揉保存会から講師を招き、昭和57年に
白川茶手もみ保存会が結成されました。
　以来、保存会では手揉み技術向上のための講習会や全国
の品評会や競技大会への参加、実演イベントの参加、小学
生の体験などを積極的に行っています。平成5年には全国
手もみ茶振興会にも参画し、全国の保存会との交流を図り
ながら技術の研鑽を重ねています。
　現在、保存会の会員数は20代から80代までの26名。昨年の全国手もみ茶品評会では、会員3名が1
等から3等に選ばれるなど、技術の高さが評価されています。

手揉み製茶の技法は白川町公式チャンネルのYouTubeでも確認できます。

　白川町河東にある「飛騨美濃特産名人の館 茶・ちゃ・チャ」
にて、白川茶手もみ保存会による「新春初揉み会」が行われ
ました。今年最初の「美濃白川茶」を手作業で作るこの行事
は、新春を告げる恒例イベントとして親しまれています。
　初揉み会では、伝統的な手揉み製茶の技法を用いて、参加
者が丹念に茶葉を仕上げました。会の初めには手もみ茶で
今年の豊作祈願として乾杯が行われ、来賓からは「同じお茶
でここまで味わいが変わるとは驚き」との声が聞かれまし
た。昨年12月に「手揉み製茶技術」が国の登録無形文化財に
指定されたことを受け、保存会員たちは新たな決意を胸にこ
の技術と伝統文化を次世代へ伝えようと取り組んでいます。

　保存会会長は「白川茶は小さな産地ですが、会員一同で技術を磨き、伝統を守り続けています。これ
からも手揉みの技術を次世代へ継承していきたい」と意気込みを語りました。

●白川茶手もみ保存会、「初揉み会」を開催

白川町公式
チャンネル
YouTube
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澤
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岐
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澤
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団
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団
長
表
彰
（
功
績
章
）

　
本
　
　
部
　
今
井
　
和
樹

　
第
１
分
団
　
小
井
戸
大
輝

　
第
２
分
団
　
杉
山
　
玄
樹
　
　
安
江
　
晃
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太
田
　
哲
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井
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令
和
7
年
白
川
町
消
防
団
出
初
式
で

　    

　表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

1 / 5（日）
　
今
年
１
年
の
無
事
と
町
民
の
安

全
を
願
う
白
川
町
消
防
出
初
式
が

町
民
会
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
解
散
と
な
り
、
式
典

等
の
行
事
で
は
最
後
と
な
る
ラ
ッ

パ
隊
の
吹
奏
が
鳴
り
響
く
中
、
一

斉
放
水
や
分
列
行
進
が
披
露
さ
れ
、

団
員
ら
は
消
防
団
と
し
て
の
士
気

を
高
め
ま
し
た
。

令
和
7
年 

白
川
町
消
防
出
初
式 

開
催

令
和
7
年 

白
川
町
消
防
出
初
式 

開
催

ラ
ッ
パ
隊
の
最
後
の
吹
奏
が
鳴
り
響
く
！
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